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⾃⼰紹介・・・後藤芳樹 51才 愛知県名古屋市出⾝∕鳴⾨市在住01

1996年 2001年

リサイクル業
（名古屋市）

⼤学卒業後に従業員
20名程の中⼩企業に
就職。営業や現場を経
験後、１年と数カ⽉で
退職。

1年

⽣命保険会社
（徳島市）

転勤族の⽗が徳島県に
勤務しており、徳島県
で再就職し、結婚、以
後鳴⾨市に居住。保険
会社にて営業、管理、
採⽤等を経験。

3年

⼤⿇町商⼯会
（徳島県鳴⾨市）

会員数200名程の⼩規
模な商⼯会に勤務、マ
ラソン⼤会や渦潮世界
遺産事業等の地域振興
も多く経験。財政難で
当初5名の職員が異動
時には2名に減少。

12年

北島町商⼯会
（徳島県北島町）

会員数が500名程の県
内では⼤規模な商⼯会
に勤務。⼈⼝増加の町
で活気もあり、業務量
や創業の案件も多かっ
た。

6年

徳島県商⼯会連合会
（徳島市）

県連合会の地域⽀援課
に異動し、主に経営⽀
援に関する業務に従
事。現場とは違い、商
⼯会職員や他団体職員
との調整が主である。

5年〜

1998年 2013年 2019年



経営指導員の⽀援実態�〜�商⼯会は経営に関するあらゆる相談に対応02

経営⽀援業務
（解決が困難な案件に
 ついては専⾨家を活⽤）

販路開拓⽀援（補助⾦、ＩＴ、商談会・展⽰会、講習会）
税務⽀援（確定申告、年末調整、源泉徴収、開廃業等届出）
⾦融⽀援（マル経融資等の⽇本政策⾦融公庫融資）
労務⽀援（社会保険、助成⾦、⾃家・提携共済、労働問題）
その他（事業計画作成、給付⾦、創業、廃業、事業承継、BCP、
    景気調査、県・市町村施策）

地域経済活性化⽀援業務

イベントや祭り（企画・運営）
商品券（発⾏・運⽤）
⾃治体・観光協会等事業への協⼒



経営指導員の⽀援実態02

経営⽀援の割合

地域や担当によって違いがあり、経
営⽀援業務⽐率は90％で地域振興業
務は時間外での対応も多い。経営指
導員⼀⼈当たりの年間の⽀援件数は
500件。巡回指導が43％、窓⼝指導
が57％。

⾮会員企業への対応

⽀援内容の差はなく、会員同様のサ
ービスを提供し、並⾏して商⼯会加
⼊を勧める。補助⾦に関する問い合
わせが多く、コロナ禍は給付⾦等で
⾮会員事業者への⽀援が特に多く、
会員の増加にも繋がった。

通常⽀援先とコア⽀援先

通常⽀援先が55％、コア⽀援先が
15％で⼩規模事業者⽐率は90％超。
1件あたりの⽀援時間は通常⽀援先が
20分、コア⽀援先が60分。年間の１
事業者当たりは通常⽀援先が３時
間、コア⽀援先が10時間。



どのような場合によろず⽀援拠点に繋ぐか03

専⾨的な⽀援
会員区分や事業規模によってではなく、経営指導員のも
つノウハウが⾜りない場合

スキルアップ
徳島県商⼯会連合会が実施する職員向け研修や商⼯会におけ
る事業所向け研修にて講師としての依頼
よろず⽀援拠点が開催するセミナーを事業所に情報提供



よろず⽀援拠点との連携事例 〜 徳島県商⼯会連合会_商談会04

「徳島の美味しさ発⾒！
試⾷＆商談会2024」

R6.11.7 会場：渋⾕区

出展商⼯会向けセミナー
「展⽰会に出展するときに      
 おさえておくこと」R6.7.3

徳島県商⼯会連合会が主催する商談会において、よろず⽀援拠点（販売全⼒
⽀援チーム）による経営指導員向けセミナーを事前に開催



よろず⽀援拠点との連携事例 〜 美⾺市商⼯会、美波町商⼯会04

よろず⽀援拠点コーディネーター
中⼩企業診断⼠による個別相談

・毎⽉や２カ⽉に1回、定期的に個別
 相談会を⾏うことで各エリアにおけ
 る会員・⾮会員へのサービス強化



今後の取り組み 〜 よろず⽀援拠点との連携05

よろず⽀援拠点と
商⼯会の連携強化

事業所⽀援向上のためにより深堀した議論（⽀
援機関としてのKPI含む）が必要であり、その
ためには県連合会が商⼯会とよろず⽀援拠点と
の橋渡し役になることが重要である。

全国のコーディネーター
を活⽤できる仕組み作り

多才で⾼度な⽀援ニーズに応えるために県内だ
けでなく全国のコーディネーターの活⽤が可能
になればより積極的な連携が図られる。


